
 

 

評定書 
以下のとおり、溶接安全管理審査の結果に基づき、溶接事業者検査の実施に係る体制につ

いて評定する。 

申 請 者 関西電力株式会社 取締役社長 岩根 茂樹 

申 請 日 

平成３０年１２月１７日、平成３１年２月２８日、平成３１年３月２９

日、２０１９年６月１４日、２０１９年６月２０日、２０１９年８月２

９日及び２０１９年９月２６日 

申 請 番 号 

高原発第３７７号、高原発第４３７号、高原発第４３９号、高原発第４

４０号、高原発第４６３号、高原発第８８号、高原発第１０７号、高原

発第２１５号、高原発第２５１号、高原発第２１６号、高原発第２１７

号、高原発第２１９号、高原発第２２０号、高原発第２２１号、高原発

第２２３号、高原発第２２４号、高原発第２５３号、高原発第２２５号、

高原発第２５４号、高原発第２２６号及び高原発第２２７号 

審 査 の 種 類 １号組織耐圧時審査 

審査内容の確認 溶接安全管理審査結果による。 

評 定 結 果 十分な体制は適切に維持されている。 

評 定 の 理 由 

 関西電力株式会社高浜発電所に係る溶接事業者検査について「溶接安

全管理審査に関する運用要領」に基づき審査した結果、設置者の溶接事

業者検査の実施体制は「良」であった。 

 このことから、当該組織について、溶接事業者検査の実施につき十分

な体制は適切に維持されていると判断する。 

 

 

 

 


